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「陸上貨物運送事業労働災害防止キャンペーン」を実施 

【取材依頼】 
 

陸上貨物運送事業の労働災害が、前年同期に比べて大幅に増加しています。（別

添１） 

宮城労働局は、労働災害防止対策の重要性を広く周知・啓発することなどを目的

として、下記により標記キャンペーンを実施します。 

キャンペーンの出発式を公開で行いますので、取材いただける場合には、「取材

連絡票」（別添３）に必要事項をご記入の上、事前に送付くださるようお願いしま

す。 

 

記 

 

１ 日時 令和３年 12月 10日（金）午前９時～午前 11時 30分 

２ 場所 仙台市若林区卸町近辺 

出発式 午前９時～９時 30 分 

公益社団法人宮城県トラック協会前（仙台市若林区卸町５丁目８-３） 

３ キャンペーン概要 

出発式の後、近隣の運送事業者や荷主等事業者を巡回し、労働災害防止など

を呼び掛ける。（詳細は別添２のとおり） 

４ その他 

当局は、12月１日から１月 31日まで、県内

の労働災害防止団体等とともに「令和３年度宮

城年末年始労働災害防止強化運動」を実施し、

労働災害防止などについて周知啓発することと

しており、本キャンペーンはその一環である。 

令和３年 11 月 29 日 

【照会先】 

宮城労働局労働基準部健康安全課 

健康安全課長 菅原 武 

主任産業安全専門官 武田 栄治 

課長 補 佐 熊谷 昭彦 

（電話）022－299－8839 
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別添１ 

県内の労働災害発生状況 

県内の陸上貨物運送事業の労働災害による休業４日以上の死傷者は、

過去 20 年の間、概ね年間 300 人前後で推移しています。  

令和２年は 317 人で対前年比約９％減少していますが、今年は 10 月

末時点で 299 人と、前年同月比で 58 人、約 24％の増加となっています。 

 

休業４日以上の死傷者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「事故の型」別内訳（令和２年） 

    全産業               陸上貨物運送事業 

 



別添２ 

「陸上貨物運送事業労働災害防止キャンペーン」実施要領 

１ 日時 

令和３年 12月 10日（金）午前９時～午前 11時 30分 

２ 場所 

仙台市若林区卸町近辺 

出発式を公益社団法人宮城県トラック協会（卸町５丁目８-３）敷地内（屋外）で行

う。なお、荒天時は会議室で行う。（出発式は公開で実施する。） 

３ 参加団体 

宮城労働局、仙台労働基準監督署 

陸上貨物運送事業労働災害防止協会宮城県支部 

公益社団法人宮城県トラック協会（出発式のみ） 

宮城県倉庫協会（出発式のみ） 

４ 実施内容 

出発式の後、５班に分かれて近隣の事業場を巡回し、リーフレット等の資料を配布し

労働災害の防止を呼び掛ける。併せて、「SafeworK向上宣言」の登録、陸災防が開催す

るセミナーへの参加などを勧奨する。 

５ タイムスケジュール 

(１) 午前９時～９時 30分 出発式 

ア 宮城労働局あいさつ 

イ 陸災防あいさつ 

ウ 要請（労働基準部長が文書手交） 

(ア) 公益社団法人宮城県トラック協会（運送事業者団体） 

(イ) 宮城県倉庫協会（荷主等団体） 

同日付で、別途、県内の主要荷主等団体に要請文を郵送。 

エ キャンペーン活動要領等の説明 

(２) 午前９時 30分～11時 事業場巡回 

(３) 午前 11時～11時 30分  閉会式 


